
文
化
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
活
動
で
あ
る
。

の
畑
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
た
。

度
芸
術
拠
点
事
業

《
研
究
ノ
ー
ト
》

ヽ
ュ
ー
ジ
ア
ム
タ
ウ
ン
構
想
」
の
委
託
を
受
け
、

一
五
0
年
前
の
畑
を
探
る

|
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
I

平
成
―
―0
年
度
、
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
で
は
、
文
化
庁
か
ら
「
平
成
―
―
0
年

山
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
事
務
局
と
な
っ
て
、

「
房
総
の

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域
の
文
化
が
詰
ま
つ
て
い
る
「
畑
」
を
「
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
畑
」
と
名
付
け
、
房
総
丘
陵
で
活
動
す
る
諸
団
体
が
連
携
し
て
、

は
じ
め
に

「
ぉ

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
に
つ
い
て
調
べ
、
発
信
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
新
た
な
地
域

「
房
総
の
山
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
活
動
地
域
で
あ
る
房
総
丘

陵
で
作
物
の
タ
ネ
を
と
り
続
け
、
畑
を
守
っ
て
き
た
の
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち

で
あ
る
。
ま
た
、
彼
女
た
ち
は
、
畑
に
つ
い
て
の
豊
富
な
知
識
を
持
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
を
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
た
。

一
五
0
年
前
の
畑
を
探
る
ー
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
ー
（
島
立
•
木
曽
野
）

木
曽
野
正
勝

島

立

理
子

本
報
告
は
、
地
元
の
古
文
書
同
好
会
「
消
和
の
古
文
曹
を
読
む
会
」
や
地
域
の

こ
0t
 

し
い
。

こ
の
活
動
の
一
っ
に
、
古
文
書
の
中
に
登
場
す
る
「
一
五

0
年
前
の
畑
」
に
つ

い
て
探
る
活
動
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
清
和
の
古
文
書
を
読
む
会
」
と
千
葉
県
立

中
央
博
物
館
「
房
総
の
山
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
中
心
と
な
っ
て

お
こ
な
い
、
古
文
書
の
解
読
に
あ
た
っ
て
は
、
千
葉
経
済
大
学
菅
根
幸
裕
氏
に
ご

本
報
告
は
、
こ
の
「
一
五

0
年
前
の
畑
」
を
探
る
活
動
の
成
呆
を
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。

「
日
記
」
の
分
析
は
、
生
活
史
の
分
野
に
と
っ
て
、
と
て
も
有
効
な
手
段
で
あ

(
l
)
 

り
、
実
際
に
H

記
を
使
っ
た
生
活
史
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
数
多
く
あ
る
。
し
か
し
、

日
記
は
公
文
書
と
違
い
決
ま
っ
た
書
式
は
な
く
、
読
み
下
し
が
難
し
い
。
さ
ら
に
、

H

出
に
品
さ
れ
た
地
名
、
字
名
、
人
名
、
社
寺
な
ど
の
名
称
、
方
言
と

I
l
l
心
わ
れ
る

語
旬
な
ど
が
多
く
含
ま
れ
、
そ
の
読
解
は
難
し
く
、
内
容
の
理
解
は
更
に
む
ず
か

し
か
し
、
実
際
に
解
読
作
業
を
す
す
め
て
い
く
な
か
で
、
栂
物
館
の
職
員
な
ど

地
域
外
の
人
間
が
、
地
名
や
寺
社
名
、
方
言
な
ど
を
読
み
下
す
の
に
大
変
な
労
力

が
必
要
な
の
に
対
し
、
地
元
の
方
々
に
と
っ
て
は
そ
れ
ほ
ど
の
労
力
を
必
要
と
し

な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
農
作
業
に
関
す
る
語
旬
や
行
事
な
ど
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
お
年
寄
り
に
話
し
を
聞
く
こ
と
で
そ
の
多
く
が
解
決
す
る
事
も
わ
か
っ

①
 
「
日
記
」
は
情
報
の
宝
庫

指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
す
す
め
て
い
る
。
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あ
っ
た
。

一
五
0
年
前
の
畑
を
探
る
ー
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
ー
（
島
立
•
木
曽
野
）

人
々
、
博
物
館
の
職
員
と
の
協
働
の
成
果
で
あ
る
。

今
回
分
析
の
対
象
と
し
た
日
記
は
、
君
津
市
市
宿
地
区
に
伝
わ
る
も
の
で
あ
る
。
）

市
宿
地
区
は
、
房
総
丘
陵
、
君
津
市
と
鶉
川
市
の
境
を
源
流
と
し
、
東
京
湾
に
注

ぐ
小
糸
川
の
中
流
に
位
置
し
、
名
刹
神
野
寺
の
あ
る
鹿
野
山
へ
の
登
り
口
の
一
っ

で
あ
り
、
ま
た
、
地
名
の
「
宿
」
と
い
う
文
字
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
宿
場
町

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
江
戸
か
ら
明
治
の
は
じ
め
に
か
け
て
は
、
小
糸
川
水
迎
の
河

岸
も
あ
り
、
物
資
の
集
積
地
で
も
あ
っ
た
。

平
成
一
八
年
八
月
に
「
市
宿
に
元
気
を
」

の
合
言
葉
の
も
と
に
、
市
宿
区
が

「
宿
場
回
想
展
」
を
行
っ
た
。
こ
の
回
想
展
で
は
、
か
つ
て
市
宿
区
が
行
政
経
済

に
お
い
て
こ
の
地
の
中
心
地
で
あ
っ
た
頃
の
面
影
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
さ
ま
ざ

ま
の
責
料
を
区
民
か
ら
匹
密
り
股
示
し
、
区
民
み
ん
な
が
共
通
し
た
歴
史
訟
識
を
得

る
こ
と
に
よ
り
、
市
宿
区
民
に
誇
り
と
元
気
を
取
り
戻
そ
う
と
の
趣
旨
で
行
わ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
星
野
家
現
当
主
の
遠
藤
好
美
さ
ん
か
ら
、
蔵
に
保
存
さ
れ

て
い
た
、
多
数
の
古
文
書
（
「
星
野
家
文
書
」
）
が
開
示
さ
れ
た
。
星
野
家
は
代
々

市
宿
村
の
名
主
を
勤
め
て
お
り
、
旗
本
曽
根
氏
の
領
知
二
十
か
村
の
大
惣
代
で
も

「
星
野
家
文
害
」
は
表
1
、
享
保
三
年
(
-
七
一
八
）
か
ら
明
治
五
年
(
-
八
七
二
）

ま
で
の
一
五
四
年
間
に
わ
た
る
九

0
点
の
文
書
か
ら
な
り
、
内
容
別
に
分
類
す

る
と
、
生
活
を
綴
っ
た
「
日
叫
」
が
三
七
点
、
「
廻
状
•
2

写
」

②
 

や

「
組
合
高
家

「
清
和
の
古
文
書
を
読
む
会
」
と
「
星
野
家
日
記
」
に
つ
い
て

つ
づ
ら
れ
て
い
る
日
記
を
中
心
に
解
読
を
進
め
て
い
る
。

数
人
数
書
上
帳
」
な
ど
村
政
に
関
す
る
も
の
が
三
六
点
、
そ
の
他
生
活
に
関
す
る

も
の
が
一
七
点
で
あ
っ
た
。
特
に
、

日
記
類
は
点
数
も
多
く
、
当
時
の
こ
の
地
の

生
活
を
知
る
上
で
と
て
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る

c

し
か
し
、
「
星
野
家
文
書
」
は
長
い
年
月
を
経
過
す
る
中
で
、

雨
水
な
ど
の
浸

入
が
あ
り
、
簡
単
に
は
開
＜
こ
と
が
出
米
な
い
も
の
が
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、
解

読
の
た
め
に
は
、
古
文
書
を
淵
く
作
業
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う

な
水
を
受
け
た
古
文
害
（
材
質
は
和
紙
に
限
る
）
は
、
竹
べ
ら
な
ど
で
一
枚
ず
つ

は
が
し
、
古
文
書
修
復
用
の
糊
で
簡
単
な
裏
打
ち
に
よ
る
修
復
作
業
を
行
う
こ
と

「
星
野
家
文
書
」
に
つ
い
て
も
、
こ
の
作
業
を
お
こ
な
い
っ
て
い
る
。
こ
の
修

復
作
業
は
現
在
、
二
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
当
初

費
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
お
頻
い
し
た
が
、
当
初
予
定
の

H

数
終
了
後
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
と
の
有
難
い
お
巾
し
出
に
よ
り
継
続
し

「
清
和
の
古
文
書
を
読
む
会
」
は
、
精
神
的
な
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

清
和
地
区
の
有
志
四
名
が
集
ま
り
、
平
成
一
八
年
十
一
月
十
六
日
に
発
足
し
た
会

で
、
現
在
会
員
は
九
名
で
あ
る
。
君
津
市
清
和
公
民
館
を
会
場
に
月
一
回
例
会
を

お
こ
な
っ
て
お
り
、
現
在
は
、
市
宿
の
「
星
野
家
文
書
」
の
う
ち
、

て
行
っ
て
い
る
。

は
「
平
成
二
0
年
度
芸
術
拠
点
事
業

H

常
生
活
が

ヽ
ュ
ー
ジ
ア
ム
タ
ウ
ン
構
想
」
の
事
業
経

で
、
ペ
ー
ジ
を
開
け
る
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
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表 1 君津市市術「星野家文苔」 El 録

一五0年前の畑を探るー「おばあちゃんの畑」プロジェクトの成果ー（島立•木曽野）
文 ｀屯. 名 年 西暦 文 ,'i' 名 年 西 It\'

I II 記 が保3 1718 /46 相渡申質地，:,1改；之 'F ,c りJS 1788 

2 Ill畑売買惣 lfli判形控此 ,;,: 保9 1724 ,17 盗賊井狼籍行・イ'I二付郡中・統相談定替 犬明8 1788 

3 触 が保9 J72,j 18 11 記 、虹政2 1790 

I 証文控 品 Ill畑判形控板 が保 17 1732 .19 鉄砲一件被仰渡惣 1'1姓御山'i連 I ―:11 庫）； 窃政4 1792 

, II 記 j(; 文2 1737 50 上総国地理御礼として 党政5 1793 

6 汲＇）渡シ 111111 地証文之事 9じ文2 1737 51 御廻浦止m控 党政5 1793 

7 品＇）渡シ '11111 地証文之事 元文2 1737 52 It年 II 記 窪政5 179:l 

8 加判控'it 庫）と '"文5頃 li40 53 寓年之 u,,じ 党政6 17¥M 

, <i< 者二付村々御印形申訥候糾 元文5 1740 5,1 丹掘梵 JI ト・件崩i:'「控 、虹政 II 1799 

111 御廻状之写，），！．野弾蔵 延,;,2 1745 55 村定内· 文化 l 18(),1 

11 乍恐以，り付稚llliiill' 上候（川船） 延が4 1747 56 ヽ心'il: !cl 記 文化2 1805 

12 相定 q, 小作，；,E文之* 詑延 l li48 57 頻l:):'f講辿名印Ji 文化7 1810 

13 II 記 'iUt'i~ 1752 58 御廻状之'lj'. • l1tffりHi伶ii") 文化9 1812 

11 ,Ii宿村奉公人，,,上根 'i.:lrt5 1755 :i9 乍恐以，り付／紅碩 lこ餃 文化11 181'1 

15 II 記 'ic'.lr¥'6 1756 60 御廻状之1/·Jt野弾11椅ii"! 文化し1 1817 

16 r:11:11 記・ ,,i_野氏 .~:肝7 1757 61 御水根lll·ijHI;渭'{{j割 'i:t 文化 14 1817 

Ii II 記 'iOtf!l 1759 62 H 記 文政2 1819 

18 II 記・），！．野 ,jlji蔵 'ii'.! 汁 10 1760 63 H 記 文政2 1819 

19 II 記・），！．野弾蔵 'i0tfl2 1762 64 I'り年 u 光山御参，詣 I即 IJJrむ，~•,j 文政7 1s2,1 

20 II 記・），！．野 ,Jlji蔵 'ii'.IM'l:l 1763 65 周准郡邑翡控 文政10 1827 

21 II 記・）iげ秤ji蔵 'ii'.lttJ,t 1764 66 上御山'i:'l' 犬保4 1833 

22 乙酉年 II 記・），！．野氏 明 t112 1765 67 詣状控．机野氏 k保6 18:l5 

23 袖怪朴l,i炎役 I リ if[l,1 1767 68 日記 天保7 1836 

~,1 II 記 明月l 、 1 1767 69 御寄進述名船 犬保12 18,11 

25 御迷上 le ヶ年御詰負惣目録 明和I 1767 70 御取締筋被仰渡御晶詭文 天保12 18-11 

26 II 記 明利15 1768 71 御取潟二 Hilll絞り稼，'Uこ糾 夭保 14 1&13 

27 II 記・ ),l.野 •Jiji蔵 IリJ,/116 1769 72 II 記 安政5 1858 

28 II 記 明利17 1770 73 ‘片午醤油造人名 )if/ 造翡，り,, ・・庫Ii 安政5 1858 

29 辛卯年 El 記・），！．野弾蔵 明 f!l8 1771 74 II 記 安政6 1859 

:m 御廻状之写 叫 fll8 1771 75 大小総代窃場役人逍御案内人名 ilii根 万延 l 1860 

:ll II 記・），し野，；Iii蔵 明 fll9 1772 76 II 記 Jj 延2 1861 

32 御廻状之写.),!_野弾蔵 安水2 1773 77 II 記 文久2 1862 

33 II 記 安永2 1773 78 組合裔家数人数,,:,・舟Ii 脱応2 1866 

34 I. 総1•11術1,I 准11:餃1罪 ii儀i伯村外;i,弐付拾ヶ村
組合御 二付 安永2 1773 79 人員増減取，消，•:-1·板 明治4 1871 

:l'i II 記・星野，；;ji蔵 安 ,J<:l 1774 80 行衛イ改II 行，1:1·.之 'lj'. 明治5 1872 

:l6 II 記 安永1 1775 81 村翡般 不明

37 西年 II 記・拉野弾蔵 安永6 !iii 82 急廻状 不明

38 II 記 安永8 1779 83 惣勘定 II 録 貨二/JUtll

:m 枡御改御役人御泊り会所入Ill 庫）と k明 l 1781 84 光渡証文控 宝肘、、岱延ば1

10 先触廻ー件'lj'. 応m 1781 85 星野左右 l"I·iii/Ill{系四郎 Ill畑 年代イ澗I

41 II 記 応り13 1783 86 田畑反別取，消板 年代不明

12 II 記 反明5 1785 87 人足 年代不明

、13 II 記 k_llJJ6 1786 88 家作，•:上飯 年代,i;1 リ 1

"' 巡上拾ヶ年 II 録 Ji.Iり 16 1786 89 米雑穀イ/,:・：;-村限り言_t. り）と 年代 ,i;1 り l

•15 LI 記 Ji.Iリ17 1787 90 加藉 年代不明
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け
で
な
く
日
雇
い
、
助
人
の
別
な
ど
も
併
せ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

を
対
象
と
し
て
当
時
の
畑
の
様
子
を
探
る
事
と
し
た
。
こ
の
日
記
を
取
り
上
げ
理

由
は
、
正
月
か
ら
―
二
月
ま
で
一
年
間
を
通
し
た
記
事
が
残
っ
て
い
る
事
と
、
状

態
の
悪
い
も
の
が
多
い
「
星
野
家
文
書
」
中
、
比
較
的
状
態
が
よ
い
こ
と
に
よ
る
。

「
星
野
家
H

記
」
は
、
星
野
家
の
当
主
に
よ
っ
て
書
き
継
が
れ
て
き
た
も
の
で

あ
り
、
そ
の
内
容
は
天
気
に
は
じ
ま
り
、
村
政
に
か
か
わ
る
こ
と
、
山
仕
事
、
田

畑
の
仕
事
、
寄
合
の
事
、
家
政
に
関
わ
る
こ
と
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
今

回
取
り
上
げ
る
農
作
業
に
つ
い
て
は
、
誰
が
ど
う
い
う
作
業
を
し
た
か
、
人
名
だ

し
か
し
、
す
べ
て
の
農
作
業
が
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
手
間
の
か
か
っ

た
作
業
、
特
別
な
作
業
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
日
常
的
な
作
業
は
記
載

さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
四
月
五
日
に
「
茄
子
、
ほ
ふ
き
、
胡

瓜
」
の
苗
を
寺
か
ら
も
ら
い
植
え
付
け
た
事
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
収

穫
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
い
。
茄
子
、
胡
瓜
は
熟
し
た
実
か
ら
順
次
収
穫
し
食
卓

に
あ
が
っ
た
た
め
、
特
に
記
録
す
べ
き
作
業
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
。

そ
れ
に
対
し
、
十
月
二
十
日
に
は
「
人
参
、
牛
努
」
を
掘
っ
た
記
載
は
あ
る
が
、

種
を
蒔
い
た
時
の
記
載
は
な
い
。
人
参
、
牛
葵
の
収
穫
は
一
斉
に
行
い
、
し
か
も
、

牛
努
は
土
中
に
長
く
伸
び
、
そ
れ
を
掘
ら
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
か
な

J
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
「
星
野
家
文
書
」
の
う
ち
「
安
政
五
年
日
記
」

①
 
「
日
記
」
に
つ
い
て

JI 

安
政
五
年
の
日
記
の
概
要

お
き
い
義
は
当
年
手
前
方
へ
奉
公
に
相
頼
今
日
引
越
申
候
、

吉
義
は
重
年
に
御
座
候
、
今
日
夕
方
宿
へ
引
申
候

と
は
、

O
0
の
妻
と
考
え
ら
れ
る
。

日
記
を
史
料
と
し
て
使
う
場
合
に
は
、
こ
う
い
っ
た
H

記
の
性
格
を
考
え
て
使

農
作
業
に
関
す
る
記
述
は
二
月
半
ば
の
「
種
井
戸
払
い
」
に
は
じ
ま
る
。
こ
れ

以
降
、
作
業
の
主
な
担
い
手
は
源
七
、
友
吉
、
き
い
の
三
名
で
あ
る
。
友
吉
、
き

い
の
二
名
は
奉
公
人
で
あ
る
が
、
源
七
に
つ
い
て
細
か
い
事
は
わ
か
ら
な
い
。
し

か
し
、
源
七
の
妻
と
考
え
ら
れ
る
「
源
七
内
」
が
日
扉
い
と
し
て
草
取
り
な
ど
に

来
て
お
り
、
星
野
家
の
人
間
で
は
な
い
。
な
お
、
日
記
中
に
登
場
す
る
「

O
0
内
」

奉
公
人
は
、
毎
年
二
月
二
日
に
奉
公
先
を
入
れ
替
わ
る
。
こ
れ
を
、
出
替
わ
り

（
で
が
わ
り
）
と
呼
ん
だ
。
安
政
五
年
二
月
二
日
の
日
記
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

手
前
奉
公
人
お
ほ
の
定
夫
林
蔵
も
今
日
目
出
度
奉
公
相
勤
宿
へ
引
申
候
、
友

②
農
作
業
の
担
い
手

用
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

の
点
で
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
当
時
は
旧
暦
（
太
陰
太
陽
暦
）
が
使
わ
れ
て
い
た
の
で
、
現
在
の
太
陽

暦
と
の
間
に
一
ヶ
月
程
度
の
遅
れ
が
生
じ
る
。
現
在
と
比
較
す
る
場
合
に
は
、
そ

ま
で
持
ち
越
し
て
い
る
。

一
五
0
年
前
の
畑
を
探
る
ー
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
ー
（
島
立
•
木
曽
野
）り

の
労
働
量
で
あ
っ
た
。
実
際
に
こ
の
日
の
作
業
は
一

H

で
は
お
わ
ら
ず
、
翌
日
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八
月
五
H

が
二
百
二
十
日
だ
っ
た
。

ち
に
よ
る
仕
事
休
み
は
、
奉
公
人
だ
け
だ
っ
た
よ
う
だ
。

で
も
う
一
年
奉

公
す
る
事
と
な
っ
た
が
、
こ
の

H

は
一
且
宿
（
実
家
か
？
）
に
帰
っ
て
い
る
。
翌

―
一
月
三
日
に
は
、
き
い
と
い
う
女
性
が
奉
公
人
と
し
て
引
っ
越
し
て
き
て
お
り
、

源
七
、
奉
公
人
の
他
に
「
I
I
一
雁
い
」
で
多
く
の
人
々
が
股
作
業
を
行
っ
て
い
た
。

五
月
ニ
―
日
に
は
「
三
四
郎
旦
雇
芋
う
な
い
、
友
吉
、
き
い
は
だ
か
麦
収
納
」
と

あ
る
。
友
吉
き
い
の
二
名
の
奉
公
人
と
は
別
に
、

H

扉
い
で
三
四
郎
が
「
芋
う
な

い
」
の
作
業
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
六
月
二
九
H

に
は
、

「
関
谷
粟
草
取

H

雇
源
七
内
、
半
之
助
内
、
お
せ
ん
、
お
き
く
、
文
右
衛
門
内
メ
五
人
に
て
取

巾
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
五
人
の
旦
雁
い
が
来
て
一
斉
に
除
位
作
業
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。
田
畑
の
除
草
、
稲
刈
り
、
葉
た
ば
こ
の
し
な
ど
は
特
に
人
手
が
必
要
な

作
業
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
多
く
の
日
扉
い
が
作
業
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

八
月
五
H

に
は
「
拗
業
の
し
、
お
つ
ね
、
お
よ
し
、
お
や
ゑ
、
源
七
内
、
お
と

り
メ
五
人
外
に
き
い
友
吉
は
休
に
御
座
候
」
と
あ
る
。
八
月
五
H

は
、
「
風
坪
」

で
H

待
ち
の
た
め
奉
公
人
は
休
み
で
、
且
雁
い
の
み
が
仕
事
を
し
て
い
る
。

n

待

「
風
坪
」
は
カ
ザ
ツ
ボ
と
よ
み
、
節
分
か
ら
数
え
て
二
百
十
日
、
二
百
二
十
日

に
お
こ
な
わ
れ
る
風
よ
け
の
行
事
で
あ
る
。
台
風
な
ど
で
大
風
が
続
＜
こ
と
が
多

く
大
風
が
吹
か
な
い
事
を
祈
っ
て
お
こ
な
れ
た
。
「
風
祭
（
カ
ザ
マ
ッ
リ
）
」
「
風

よ
け
」
と
呼
ん
で
い
る
地
域
が
多
い
。
安
政
五
年
は
、
七
月
二
四
日
が
二
百
十
日
、

)
の
年
の
星
野
家
の
奉
公
人
は
、
友
吉
と
き
い
の
二
名
と
な
っ
た
。U

前
年
の
奉
公
人
中
、
友
吉
の
み
が
「
重
年
」
（
チ
ュ
ウ
ネ
ン
）

「
中
嶋
成
願
寺
ま
ち
」
は
、
君
津
市
中
島
（
小
糸
地
区
）
に
あ
る
真
言
宗
成
願

中
嶋
成
願
寺
ま
ち
へ
、
音
之
助
、
友
吉
供
に
て
参
詣
致
候

一
日
。

③

I
I
記
の
1
の
ま
つ
り

の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

八
月
―
―0
日
は
「
た
ば
こ
の
し
、
日
雇
、
源
七
女
房
、
お
よ
し
、
お
つ
ね
メ
三

人
大
豆
畑
う
な
い
友
吉
源
七
き
い
」
と
あ
り
、
前
出
の
五
月
ニ
―

H

同
様
に
、
日

雁
い
と
奉
公
人
が
別
の
仕
事
を
し
て
い
る
。
H

扉
い
と
奉
公
人
は
性
格
の
違
う
も

五
月
一
六
1
1
は
川
崎
の
川
ん
ぼ
の
太
田
植
え
だ
っ
た
。
「
訊
乙
女
、
半
兵
衛
内
、

安
次
郎
内
、
久
兵
衛
内
、
源
七
内
、
作
右
衛
門
内
、
助
次
郎
内
、
林
蔵
内
、
長
右

衛
門
低
、
利
左
衛
門
内
、
皆
々
助
人
御
庖
候
」
と
あ
り
、
早
乙
女
と
し
て
九
人
の

女
性
が
L
i
l植え
を
し
て
い
る
が
、
「
皆
々
助
人
」
で
あ
る
と
し
る
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
五
月
一
九
日
の
記
事
に
は
「
友
吉
は
定
吉
方
へ
助
に
参
り
候
」
と
あ
る
。

定
吉
家
の
川
の
作
業
（
お
そ
ら
く
川
植
え
）
に
は
、
奉
公
人
を
助
人
に
行
か
せ
て

い
る
。
人
手
の
必
要
な
川
植
え
の
際
の
共
同
作
業
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

H

一
雁
い

と
助
人
も
ま
た
、
性
格
の
違
う
も
の
だ
っ
た
よ
う
だ
。

H

記
に
は
「
日
待
ち
」
「
ま
ち
」
な
ど
多
く
の
祭
り
、
休
日
に
つ
い
て
の
記
述

が
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
現
在
で
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
三
月
ニ

寺
の
御
影
供
の
事
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
で
は
四
月
二
六
日
に
お
こ
な
わ
れ
て
お

一
五
0
年
前
の
畑
を
探
る
ー
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
ー
（
島
立
•
木
曽
野
）
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こ
れ
は
君
津
市
三
直
に
あ
る
八
雲
神
社
の
祭
礼
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
で
は
七

月
の
最
終
日
曜
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
「
明
治
・
大
正
期
に
は
神
輿
・
神
馬
奉
納
・

参
詣
致
候

一
五
0
年
前
の
畑
を
探
る
ー
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
ー
（
島
立
•
木
曽
野
）

り
、
地
元
で
は
「
メ
イ
コ
」
「
メ
イ
コ
ウ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
当
日
は
門
前
に

市
が
立
ち
並
び
、
特
に
苗
物
を
売
る
市
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
ま
た
、
小
糸
地
区

で
は
昭
和
三
0
年
代
ま
で
は
、
こ
の
日
の
午
前
中
に
稲
の
種
ま
き
を
し
、
午
後
に

「
メ
イ
コ
」
に
出
か
け
た
と
い
う
。
―
―
一
月
二
八
日
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

天
気
、
鹿
野
山
ま
ち
大
当
り
に
御
座
候
、
人
立
も
よ
ろ
し
く
誠
に
お
だ
や
か

こ
れ
は
現
行
の
白
鳥
神
社
の
例
大
祭
の
事
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
は
四
月
二
八

H

に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
市
宿
地
区
で
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
中
島
成
願
寺

の
御
影
供
同
様
に
、
昭
和
三

0
年
代
ま
で
は
こ
の
日
の
午
前
中
に
稲
の
種
ま
き
を

ち
な
み
に
、
安
政
五
年
の
星
野
家
の
種
ま
き
は
一
二
月
一
六
H

で
、
成
願
寺
の
ま

ち
と
、
鹿
野
山
ま
ち
の
間
で
あ
る
。

三
直
天
王
ま
ち
、
野
村
、
音
之
助
、
常
二
郎
、
金
二
郎
、
文
四
郎
同
道
に
て

六
月
―
二
日
は
三
直
の
天
王
ま
ち
に
出
か
け
て
い
る
。

し
、
午
後
に
鹿
野
山
の
祭
り
へ
行
っ
た
と
い
う
。

に
御
座
候
、

と
な
り
、
翌
H

に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

(
2
)
 

馬
出
し
な
ど
が
行
わ
れ
小
糸
の
作
で
は
大
勢
の
人
出
で
に
ぎ
わ
っ
た
」
そ
う
で
あ

七
月
二
六
日
か
ら
二
八
日
の
日
記
に
は
清
和
市
場
の
諏
訪
神
社
の
祭
礼
に
つ
い

例
年
の
揃
夜
宮
相
仕
舞
候
得
ば
雨
大
降
に
相
成
風
も
次
第
に
強
く
吹
候
得
共

七
月
二
七
日

大
雨
降
辰
巳
風
吹
祭
礼
相
延
申
候
夜
に
入
次
第
二
強
く
吹
候
得
共
平
和
に
御

七
月
二
八
日

現
在
諏
訪
神
社
の
例
大
祭
は
八
月
末
の
日
曜
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
昭
和
三
〇

年
代
ま
で
市
宿
地
区
で
は
、
諏
訪
神
社
の
例
大
祭
の
時
に
神
楽
の
奉
納
を
お
こ
な
っ

二
六
日
の
「
夜
宮
」
は
ヨ
イ
ミ
ヤ
、

ヨ
ミ
ヤ
で
、
祭
礼
の
お
こ
な
わ
れ
る
前
日

の
夜
の
行
事
で
あ
る
。
神
楽
を
奉
納
し
て
い
た
当
時
は
、
ヨ
ミ
ヤ
は
賑
や
か
に
行

わ
れ
て
い
た
。
日
記
の
書
か
れ
た
安
政
五
年
は
祭
礼
当
日
に
大
雨
、
大
風
で
延
期

て
い
た
。 天

気
、
諏
訪
祭
礼
何
事
も
な
く

H

出
度
祭
り
も
相
渡
申
候
、

座
候
゜

平
和
に
御
座
候
゜

七
月
二
六
日

て
記
さ
れ
て
い
る
。
市
宿
地
区
は
同
社
の
氏
子
で
あ
る
。

る
。
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表 2 安政五年「星野家 H 記」に登場する煤作物

一五0年前の畑を探るー「おばあちゃんの畑」プロジェクトの成果ー（島立•木曽野）
穀 類 豆 類 野菜類 その他

稲（梗） 大豆 芋 ('I[ 芋） 木綿

稲（枯） 大角豆（ささげ） 茄—{- 菜種

大及 空豆（そらまめ） 人参 茶

小及 胡瓜 ほふき（ほうき 1;q

はだか及 大根 たばこ

粟（梗） 新菊（しゅんぎく）

粟（枯） 長株（ながかぶ）

絣及
,,._,,,, 

もろこし かき菜

表 3 安政 5 年の栽培肝

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月

稲

゜
- - - -.&. 

麦 •—• —• 

票

たばこ -.. 
木網

菜種

〇 糧まき • 定植 • 収穫 • 軍敗り

市宿 r星野家文●」より作製

③
栽
培
暦

中
島
成
願
寺
の
御
影
供
、
鹿
野
山
白
鳥
神
社
の
祭
礼
、
三
直
の
八
雲
神
社
の
祭

礼
、
清
和
市
場
諏
訪
神
社
の
祭
礼
の
四
つ
の
祭
り
に
つ
い
て
み
た
が
、

い
ず
れ
も

現
在
は
一
月
遅
れ
で
実
施
し
て
い
る
。
明
治
五
年
の
改
肝
以
前
の
旧
暦
の
、
農
業

の
作
業
と
結
び
つ
い
た
季
節
感
で
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

安
政
五
年
の
日
記
に
で
て
く
る
栽
培
植
物
を
ま
と
め
る
と
、
表

2

の
よ
う
に
な

る
。
穀
類
九
種
類
、
豆
類
三
種
類
、
野
菜
九
種
類
、
そ
の
他
木
綿
や
た
ば
こ
な
ど

廿
九
日
友
吉
き
い
馬
屋
ご
い
出
し

い
に
致
沢
山
か
け
申
候

廿
四
日
た
ば
こ
苗
四
千
本
買
申
候
、
大
畑
へ
植
付
餘
り
天
気
続
故
う
す
ご

一
五
日
苗
代
こ
い
合
致
置
申
候

①
肥
料
様
々

ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

大
麦
と
稲
の
二
毛
作
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
作
物
の
う
ち
、
稲
、
麦
、
粟
、
タ
バ
コ
、
木
綿
、
菜
種
に
つ
い
て
、

栽
培
暦
を
ま
と
め
た
の
が
表
3

で
あ
る
。
春
か
ら
秋
に
か
け
て
稲
、
粟
、
タ
バ
コ
、

木
綿
の
栽
培
、
秋
か
ら
春
に
か
け
て
麦
、
菜
種
を
栽
培
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

四
月
下
旬
か
ら
五
月
に
か
け
て
田
植
え
と
麦
刈
り
、
九
月
下
旬
か
ら
十
月
に
か
け

て
稲
刈
り
と
麦
蒔
き
で
、
農
作
業
が
集
中
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、

日
記
に
は
、
田
畑
に
ど
の
よ
う
な
肥
や
し
を
使
っ
て
い
た
か
記
さ
れ
て
い
る
。

【
三
月
】

を
栽
培
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

る
が
、
「
芋
」
で
一
種
類
と
し
て
数
え
た
。

一
層
厳
し
い
ス
ケ

五
種
類
の
計
二
六
種
類
で
あ
る
。
な
お
、
芋
に
つ
い
て
は
、
「
里
芋
」
「
芋
」
の
二

種
類
の
記
述
が
あ
り
、
「
芋
」
の
方
は
サ
ツ
マ
イ
モ
を
さ
し
て
い
る
可
能
性
も
あ

日
記
に
は
、
あ
る
程
度
手
間
の
か
か
る
作
業
の
み
記
載
し
て
お
り
、
畑
の
片
隅

で
み
そ
汁
の
実
に
使
う
野
菜
を
栽
培
し
て
い
る
よ
う
な
、
小
さ
な
畑
で
の
作
業
に

つ
い
て
は
載
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
実
際
に
は
も
っ
と
多
く
の
作
物

ー 73 -



「
こ
い
」
「
う
す
ご
い
」
「
馬
限
ご
い
」
「
か
り
敷
」
「
だ
ら
」
「
作
り
ご
い
」
「
元

ご
い
」
「
こ
や
し
」
「
は
い
こ
い
」
こ
れ
ら
は
肥
料
を
さ
し
て
い
る
。
「
こ
い
」
「
こ

や
し
」
は
「
肥
や
し
」
の
意
味
、
「
＼
ご
い
」
は
「
肥
え
」
の
な
ま
っ
た
言
葉
で
、

四
月
十
一
日
「
た
ば
こ
へ
だ
ら
か
け
候
」
の
「
だ
ら
」
に
な
る
と
読
解
す
る
の

は
難
し
い
。
近
冊
史
の
研
究
者
と
い
え
ど
も
知
っ
て
い
る
人
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
う
い
っ
た
疑
間
は
地
元
の
お
年
寄
り
に
聞
く
こ
と
で
、
即
座
に
解
決
す
る
ば
か

り
か
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
新
た
な
の
情
報
ま
で
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
だ
ら
」
と
は
下
肥
、
人
の
糞
尿
の
事
で
あ
る
。
君
津
市
豊
英
の
お
年
寄
り
に

「
肥
や
し
」
の
舷
味
で
あ
る
。

十
日
久
七
友
吉
川
崎
田
麦
へ
は
い
こ
い
出
候

【
十
二
月
】

二
日
昼
よ
り
菜
へ
こ
や
し
か
け

-
l
i
0年
前
の
畑
を
探
る
ー
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
ー
（
島
立
•
木
曽
野
）

【
十
一
月
】

+
-
H

源
七
友
吉
川
崎
畔
ぬ
り
き
い
た
ば
こ
へ
こ
や
し
か
け

【
五
月
】

廿
六
H

た
ば
こ
へ
元
ご
い
源
七
友
吉
き
い

十
七
日
天
気
、
友
吉
き
い
作
り
ご
い
致

十
一
日
た
ば
こ
へ
だ
ら
か
け
候

―-
H

蝕
雨
も
不
降
、
今
H

か
り
敷
初
、
九
ツ
時
天
気
に
相
成
候

【
四
月
】

よ
っ
て
、
別
の
も
の
を
さ
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

教
え
て
い
た
だ
い
た
、
下
肥
の
利
用
法
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
肥
料
と
し
て
下
肥

を
使
う
た
め
に
は
、
最
初
か
ら
痰
と
尿
は
別
け
て
貯
蔵
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
つ
ま
り
、
小
便
器
と
大
便
器
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
瓶
を
使
っ
て
い
た
。
溜
め
お

か
れ
て
い
る
糞
尿
は
ま
め
に
＜
み
、
柄
杓
を
使
っ
て
そ
の
ま
ま
畑
に
ま
い
た
と
い

「
馬
屋
ご
い
」
は
「
馬
屋
の
肥
」
で
、
馬
小
屋
の
床
に
敷
い
た
簗
は
、
数
日
す

れ
ば
馬
の
排
泄
物
と
政
は
混
ざ
り
肥
料
と
な
る
。
ウ
マ
ヤ
ギ
、
ウ
マ
ヤ
ゲ
と
も
呼

「
作
り
ご
い
」
は
「
作
っ
た
肥
料
」
つ
ま
り
、
堆
肥
の
事
で
あ
る
。
落
ち
葉
や

草
な
ど
を
積
ん
で
牛
淡
（
ウ
マ
ヤ
ギ
）
な
ど
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
熟
成
さ
せ
た
肥
料

「
は
い
こ
い
」
は
「
灰
こ
い
」
で
灰
の
肥
や
し
で
、
山
の
下
草
刈
り
を
し
て
燃

(
3
)
 

や
し
た
草
木
の
灰
な
ど
を
使
っ
た
。

「
刈
り
敷
き
」
は
田
植
え
前
に
行
う
、
田
へ
の
施
肥
の
一
っ
で
あ
る
。
刈
草
の

事
を
カ
ッ
チ
と
い
い
、
四
五
月
頃
の
や
わ
ら
か
い
草
を
刈
り
、
牛
の
敷
き
媒
の
代

わ
り
に
使
い
、
そ
れ
を
堆
肥
と
し
て
田
ん
ぽ
に
入
れ
た
。
あ
る
い
は
、
堆
肥
に
せ

ず
に
苅
っ
た
ば
か
り
青
い
草
を
田
ん
ぽ
に
い
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

日
記
中
で
、
単
に
「
こ
や
し
」
「
こ
え
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
が
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
肥
料
を
さ
し
て
い
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
使
わ
れ
て
い
る
場
面
に

で
あ
る
。

ん
だ
。

ツ
ー
ル
ゲ
、

ツ
ル
ゲ
と
も
呼
ん
だ
。

う
。
ミ
ダ
ラ
と
も
呼
ん
だ
。
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あ
る
。

こ

川
の
内
側
に
短
冊
状
の
土
を
盛
り
上
げ
た
小
高
い
部
分
を
い
く
つ
か
つ
く
り
、
そ

-
O
月
ニ
―
―
―

日
「
大
畑
新
兵
衛
畑
樋
場
田
麦
迄
蒔
仕
舞
」
な
ど
、
「
田
麦
」
と
い
う
言
葉
が
出

「
田
麦
」
と
は
、
「
稲
刈
り
の
終
わ
っ
た
田
で
麦
を
育
て
る
事
」
だ
と
お
年
寄
り

か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
稲
の
裏
作
に
脊
て
る
麦
は
大
麦
で
あ
っ
た
。
大
麦
は

だ
そ
う
だ
。

秋
の
稲
刈
り
か
ら
麦
ま
き
の
間
に
は
、
刈
り
取
っ
た
稲
の
株
を
拾
っ
て
田
か
ら

出
す
作
業
を
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
大
変
で
あ
っ
た
と
い
う
。
お
年
寄
り
か

ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
、

間
で
あ
る
。

て
く
る
。

田
麦
の
時
の
士
地
の
利
用
方
法
は
図
1
の
通
り
で
あ
る
。

こ
に
麦
を
ま
い
て
い
く
。
田
ん
ぼ
な
の
で
、
水
は
け
を
良
く
す
る
た
め
の
工
夫
で

日
記
か
ら
「
田
麦
」
の
様
子
を
探
っ
て
み
よ
う
。
日
記
中
に
出
て
く
る
「
川
崎
」

は
字
名
、
「
樋
場
」
「
居
下
」
「
大
畑
」
な
ど
は
特
定
の
場
所
を
さ
し
て
い
る
。

の
中
で
「
川
崎
」
で
は
明
ら
か
に
田
麦
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
川
崎
の
田
麦
の
様

子
を
お
い
か
け
て
み
た
い
。
ま
ず
は
、

小
麦
に
比
べ
収
穫
時
期
が
早
く
、

五
月
の
麦
の
収
穫
か
ら
田
植
え
ま
で
の
期

大
麦
を
刈
っ
た
後
で
も

I
l
l植え
が
可
能
だ
か
ら

五
月
九
日
「
昼
よ
り
川
崎
大
田
麦
束
り
引
取
切
に
相
成
申
候
」
ヽ

②
川
畑
の
有
効
利
川

川
崎
か
ら
引
き
上
げ
た
。
こ
れ
で
、

川
崎
の
川
に
は
麦
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
あ

天
気
、
友
吉
源
七
き
い
昼
よ
り
川
崎
大
田
麦
束
り
引
取
切
に
相
成

申
候
、
夜
雨
降

哨
天
南
風
吹
、
川
崎
作
ご
い
出
し
友
吉
源
七
野
村
男
稲
菓
や
男
き

五
月
七
日
に
友
吉
、
き
い
、
源
七
の
三
名
で
川
崎
の
麦
刈
り
を
お
こ
な
い
、
九

H

午
後
か
ら
刈
っ
た
麦
を
束
ね
（
束
ね
る
こ
と
を
地
元
で
は
マ
ル
ウ
と
い
う
）
ヽ

一
五
0
年
前
の
畑
を
探
る
ー
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
ー
（
島
立
•
木
曽
野
）

十
四
H

右
衛
門
母
利
左
衛
門
内
皆
々
助
人
御
座
候

内
安
次
郎
内
久
兵
衛
内
源
七
内
作
右
衛
門
内
助
次
郎
内
林
蔵
内
長

十
六
日
朝
よ
り
雨
降
り
四
ツ
時
よ
り
雨
止
、
川
崎
大
田
植
草
乙
女
半
兵
衛

り
雨
降
り
出
次
第
に
大
降
に
相
成
夜
に
人
強
降
り
餃

田
招
、
昼
過
よ
り
天
気
に
相
成
申
候
八
ツ
時
よ
り
又
暴
七
ツ
時
よ

十
五
1
1

朝
よ
り
蛉
候
得
共
誡
に
風
も
無
之
至
て
む
し
候
、

い
苗
取

源
七
友
吉
川
崎

友
吉
川
崎
田
招
助
人
孫
八
殿
男
吉
右
衛
門
殿
男
被
参
候
、

十
三
1
1

朝
は
蛉
候
得
共
几
ツ
時
よ
り
晴
天
に
相
成
南
風
強
吹
巾
候
、

十
一
日
藝
候
得
共
雨
は
不
降
、
源
七
友
吉
川
崎
畔
ぬ
り

+
H

雨
降
り
。

九
日 五

月
】

揚
場
俯
巾
候
、
四
ツ
時
よ
り
雨
止
候

源
し

川
崎
大
川
う
な
い
源
七
友
告
き
い
梅
二
郎
昴
取
に
て
溝

七
日
雨
降
り
、
友
吉
、
き
い
、
源
七
、
川
崎
麦
苅
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風
強
吹
候
、
川
崎
麦
蒔
定
吉
庄
太
郎
友
吉
久
七
源
七
お
よ
し
源
七

十
四
日
夜
明
迄
雨
少
々
降
候
得
共
雨
止
暴
り
五
ツ
頃
よ
り
天
気
に
相
成
南

十
一
日

崎
田
う
な
い
初

九
日

八
H

天
気
、
友
吉
朝
よ
り
川
崎
稲
引
取

郎
源
七
女
房
久
七
川
崎
稲
束
り
切
稲
村
致
川
崎
へ
骰
巾
候

七
日
朝
は
暴
四
ツ
半
頃
よ
り
天
気
に
相
成
誠
に
静
に
候
、
昼
よ
り
庄
太

六
H

候
て
も
降
り
も
不
致
候

天
気
、
川
崎
稲
苅
庄
太
郎
お
い
よ
久
七
源
七
内
友
吉
は
昼
前
に
て

天
気
、
川
崎
稲
引
取
友
吉
昼
前
に
て
仕
舞
、
昼
よ
り
友
吉
久
七
川

天
気
、
友
吉
久
七
川
崎
田
う
な
い
源
七
溝
揚
げ
出
米
に
相
成
申
候

い
よ
源
七
女
房
此
弐
人
は
昼
過
よ
り
参
り
苅
候
分
束
り
、
夜
に
入

五
H

天
気
、
川
崎
稲
束
り
、
四
ツ
時
よ
り
袖
り
、
友
吉
庄
太
郎
久
七
お

時
よ
り
日
和
悪
く
相
成
候

朔
H

天
気
、
川
崎
稲
苅
庄
太
郎
源
七
女
房
友
吉
久
七
メ
四
人
、
夜
九
ツ

【
十
月
】

（
く
ろ
ぬ
り
）
、
十
三H
に
「
川
掠
え
」
、
十
四
1
1
に
「
作
り
ご
い
出
し
」
堆
肥
を

田
ん
ぽ
に
入
れ
、
十
五
日
「
田
招
え
」
そ
し
て
、
十
六
日
に
は
田
植
え
を
し
て
い

る
。
麦
を
刈
っ
て
か
ら
田
植
え
ま
で
、
わ
ず
か
十

H

ほ
ど
の
間
の
事
で
あ
る
。

十
月
の
稲
刈
り
か
ら
麦
蒔
き
ま
で
の
間
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

る
。
そ
こ
で
、

翌
十
日
に
川
崎
大
田
を
う
な
い

（
耕
し
）
、
十
一
日
に
畔
ぬ
り

こt゚
 

一
五
0
年
前
の
畑
を
探
る
ー
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
ー
（
島
立
•
木
曽
野
）

十
月
一
日
か
ら
七
日
に
か
け
て
川
崎
の
稲
刈
り
と
稲
を
束
ね
る
作
業
を
行
い
、

八
H
‘

九
H

に
か
け
て
刈
り
取
っ
た
稲
を
田
か
ら
出
し
、
九

1
1
の
午
後
に
は
川
崎

の
田
を
耕
し
は
じ
め
、
十
四
、
十
五
日
に
麦
蒔
き
を
終
え
て
い
る
。
こ
の
間
二
週

現
在
市
宿
地
区
で
は
、
新
暦
の
四
月
末
か
ら
五
月
は
じ
め
に
か
け
て
田
植
え
が

行
わ
れ
、
八
月
末
か
ら
九
月
は
じ
め
に
か
け
て
稲
刈
り
が
行
わ
れ
る
。
田
ん
ぽ
は

そ
の
後
、
翌
年
の
川
植
え
ま
で
何
も
植
え
ら
れ
て
い
な
い
状
態
が
続
く
。
つ
ま
り
、

半
年
以
上
は
田
に
何
も
植
わ
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
田
麦
を
行
っ
て
い
た
当
時

は
、
m

に
何
も
植
わ
っ
て
い
な
い
時
期
は
殆
ど
な
く
、
田
を
有
効
に
活
川
し
て
い

八
月
二
十
五
8

に
「
き
い
田
の
畔
へ
空
豆
植
致
申
候
」
と
あ
る
。
ク
ロ
マ
メ
と

い
っ
て
、
田
の
畔
に
大
豆
や
小
豆
、
大
角
豆
を
蒔
く
こ
と
は
広
く
お
こ
な
わ
れ
て

お
り
、
現
在
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
記
に
は
大
豆
の
栽
培
に
つ
い
て
の
記

載
が
何
力
所
か
あ
る
。
四
月
二
十
五
日
に
樋
場
畑
に
大
豆
を
植
え
、
八
月
九
日
か

ら
数
H

に
わ
た
っ
て
収
穫
、
調
整
作
業
を
し
て
い
る
。
「
樋
場
畑
」
と
あ
り
、
途

中
で
大
豆
の
草
取
り
も
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
は
田
の
畔
に
植
え
た
大
豆
の
事

で
は
な
い
と
思
う
が
、
そ
の
他
に
田
の
畔
で
大
豆
が
育
て
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、

八
月
二
十
五
H

に
田
の
畔
に
空
豆
を
ま
く
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
畔
で
も
二
毛

間
で
あ
る
。

+
l
i
H

天
気
、
川
崎
残
分
麦
蒔
庄
太
郎
源
七
女
房
久
七
友
吉

女
房
梅
次
郎
大
き
処
荒
方
蒔
付
仕
事
も
皆
々
出
性
致
し
候
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図 1 「田麦」の際の田んぽの利用法

一
五
0
年
前
の
畑
を
探
る
ー
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
ー
（
島
立
•
木
曽
野
）

平面図
田

断面図

図 2 田んぽ周辺の土地利用

ソラマメ

ダイズ

ィネ・ムギ

畔 田 土手
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は
だ
か
麦
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

周
辺
の
土
地
利
用
は
図

2

の
よ
う
に
な
る
。

の
方
に
育
ち
、
人
参
は
下
の
方
で
育
つ
。

一
五
0
年
前
の
畑
を
探
る
ー
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
ー
（
島
立
•
木
曽
野
）

田
麦
は
土
地
の
有
効
的
な
活
用
法
で
あ
る
が
、
土
地
の
有
効
活
用
に
か
ら
ん
で

お
年
寄
り
か
ら
興
味
深
い
話
し
を
聞
い
た
。
畑
に
作
物
の
種
を
蒔
く
時
の
話
し
で

―
つ
の
畝
の
中
に
あ
る
種
を
蒔
い
て
い
る
と
き
、
そ
の
途
中
に
所
々
「
ぽ

ち
ゃ
ん
」
と
違
う
種
を
数
粒
落
と
す
の
だ
そ
う
だ
。

の

た
と
え
ば
、
ラ
ッ
カ
セ
イ
を
ま
い
て
い
る
時
に
、
途
中
に
ゴ
マ
の
種
を
落
と
す
゜

ラ
ッ
カ
セ
イ
は
、
畑
の
空
間
と
し
て
は
下
の
方
で
生
長
し
、
ゴ
マ
は
上
の
方
で
生

長
す
る
。

つ
ま
り
、
垂
直
方
向
の
空
間
を
有
効
に
活
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ニ

ン
ジ
ン
や
ウ
リ
な
ど
も
「
ぽ
ち
ゃ
ん
」
落
と
し
た
が
、
こ
ち
ら
は
下
の
空
間
で
育

つ
作
物
で
あ
る
の
で
、
上
の
空
間
を
使
っ
て
育
つ
作
物
と
ペ
ア
に
な
っ
た
の
だ
ろ

う
。
十
月
八
日
の
「
木
綿
畑
人
参
」
と
い
う
の
が
、
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
木
綿
は
上

現
在
、
田
の
畔
に
ソ
ラ
マ
メ
を
植
え
た
話
し
を
聞
く
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

畑
麦
か
り
」
の
よ
う
に
「
た
ば
こ
畑
」
と
い
う
言
葉
が
で
て
く
る
。
「
田
麦
」

あ
る
。

作
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

ソ

ラ
マ
メ
は
田
の
土
手
に
植
え
る
と
良
い
実
が
な
る
と
い
う
。
こ
の
ソ
ラ
マ
メ
の
事

を
ド
テ
ッ
コ
と
呼
ぶ
そ
う
で
あ
る
。
お
年
寄
り
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
、
田
ん
ぽ

「
田
麦
」
の
よ
う
な
言
業
が
、
他
に
も
出
て
く
る
。
「
た
ば
こ
畑
麦
」
「
木
綿
畑

四
月
二
十
五
日
「
た
ば
こ
畑
麦
引
申
候
」
、
二
十
九
日
に
「
友
吉
き
い
た
ば
こ

場
合
は
、
田
に
植
え
る
麦
の
事
で
、
稲
と
麦
の
二
毛
作
で
あ
っ
た
が
、
タ
バ
コ
と

f

て
、

, 

―
つ
の
特
産
品
を
生
産
し
て
い
る
地
区
が
あ
る
。

③
村
の
特
産
品

―
つ
の
畝
に
数
種
類
の
作
物
を
植
え
垂
直
方
向

の
間
に
木
綿
を
蒔
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

麦
の
二
毛
作
は
難
し
い
。
タ
バ
コ
は
三
月
の
下
旬
に
植
え
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
麦

と
タ
バ
コ
が
同
時
に
畑
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
「
清
和
の
古
文
書
を
読
む
会
」

メ
ン
バ
ー
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
、
麦
の
間
に
タ
バ
コ
を
植
え
て
、
風
で
小
さ
な
タ

バ
コ
の
苗
が
倒
伏
す
る
の
を
防
い
だ
と
の
事
で
、
日
記
の
「
た
ば
こ
畑
麦
」
も
麦

の
間
に
タ
バ
コ
を
植
え
た
事
を
さ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
麦
刈
り
が
行
わ
れ

日
記
に
記
載
は
な
い
が
、
ゴ
マ
を
蒔
く
時
に
、
風
除
け
の
た
め
陸
稲
（
才
カ
ボ
）

に
添
え
蒔
き
し
た
と
い
う
話
し
を
お
年
寄
り
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

日
記
に
五
月
一
日
「
友
吉
き
い
木
綿
畑
は
だ
か
麦
苅
」
と
あ
る
。
木
綿
の
種
は

四
月
五
日
に
大
畑
に
蒔
い
て
い
る
の
で
、
木
綿
の
畑
に
植
わ
っ
た
は
だ
か
麦
を
刈
っ

た
と
い
う
事
に
な
り
、
木
綿
の
倒
伏
防
止
の
た
め
に
、
大
き
く
育
っ
た
は
だ
か
麦

二
毛
作
、
畔
や
土
手
の
利
用
、

の
有
効
利
用
な
ど
、
様
々
な
工
夫
を
し
て
土
地
を
有
効
に
利
用
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
田
ん
ぽ
や
畑
の
周
辺
の
景
観
は
現
在
と
は
随
分
違
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

周
南
地
区
泉
の
ザ
ル
、
貞
元
地
区
中
富
の
飴
な
ど
、
君
津
市
内
に
は
地
域
を
あ

日
記
の
八
月
二
十
四
日
「
友
吉
馬
登
村
へ
筵
五
拾
枚
買
に
参
申
候
、
先
方
に
て

此
節
廷
切
に
相
成
廿
枚
買
請
帰
申
候
」
と
あ
る
。
秋
の
収
穫
を
前
に
、
豆
や
麦
な

る
季
節
に
な
れ
ば
、
夕
バ
コ
も
育
ち
倒
伏
す
る
こ
と
も
な
く
な
る
。

の
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ど
の
収
穫
物
を
干
す
た
め
に
使
う
筵
を
、
周
南
地
区
の
馬
登
村
に
買
い
に
行
っ
て

い
る
。
枚
数
も
五
0
枚
と
多
い
が
、
二
0
枚
し
か
購
人
で
き
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

(
5
)
 

同
じ
周
南
地
区
の
六
手
は
筵
の
産
地
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
近
隣
の
馬
登
も
筵

十
一
月
二
十
―
-
H
「
大
根
買
友
吉
久
七
弐
太
」
、
三
十
日

へ
大
根
買
に
参
り
口
」
、
十
二
月
七
H

「
友
吉
大
根
買
」
、
二
十
二1
1

「
久
七
鹿
の

う
山
大
根
買
」
と
、
大
根
を
買
い
に
行
っ
た
記
述
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
十
一
月

三
十
H

と
十
二
月
二
十
―

-
Hは
行
き
先
が
鹿
野
山
と
具
体
的
に
記
入
さ
れ
て
い
る
。

大
根
を
購
入
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
屋
野
家
で
大
根
を
栽
培
し
て
い
な
い

わ
け
で
は
な
い
。
八
月
十
五
1
1
に
は
大
根
の
種
を
蒔
き
、
九
月
と
十
一
月
に
一
皿

ず
つ
間
引
き
を
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

四
回
に
わ
た
っ
て
買
い
に
行
く

ほ
ど
多
植
の
大
根
の
利
川
と
い
え
ば
、
漬
け
物
と
考
え
ら
れ
る
。

鹿
野
山
の
名
産
は
「
お
茶
、
大
根
、
栗
羊
羮
」
だ
っ
た
と
、
お
年
寄
り
に
教
え

て
い
た
だ
い
た
。
鹿
野
山
の
土
質
が
ク
ロ
ノ
ボ
と
呼
ば
れ
る
火
山
灰
士
で
あ
り
、

大
根
栽
培
の
ピ
ー
ク
は
昭
和
七
、
八
年
頃
か
ら
五
、
六
年
の
間
で
、
当
時
は
み

の
早
生
と
い
う
煮
物
に
適
し
た
品
種
を
育
て
、

(
6
)
 

て
で
あ
っ
た
と
い
う
。

出
荷
期
は
九
月
か
ら
十
月
に
か
け

お
年
寄
り
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
話
し
で
は
、
お
茶
の
畑
に
、
お
茶
の
木
と
木

の
間
に
大
根
を
植
え
て
い
た
と
い
う
。
大
根
が
地
面
を
や
わ
ら
か
く
す
る
た
め
、

環
境
が
大
根
の
栽
培
に
適
し
て
い
た
。

山
の
上
は
下
に
比
べ
て
気
温
が
低
く
虫
が
つ
き
に
＜
か
っ
た
こ
と
な
ど
鹿
野
山
の

の
産
地
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
゜

「
友
吉
久
七
鹿
野
山

の
一
っ
だ
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。

な
手
法
か
ら
祁
き
出
し
た
結
論
で
あ
る
。

N

ま
と
め

8

記
で
は
、
十
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
鹿
野
山
に
大
根
を
買
い
に
行
っ
て

お
茶
の
根
が
上
中
で
広
が
り
、
お
茶
の
た
め
に
も
よ
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
み

の
早
生
の
収
穫
が
終
わ
っ
た
後
は
、
沢
庵
大
根
を
蒔
き
、
冬
に
出
荷
し
た
と
い
う
。

鹿
野
山
の
大
根
は
、
黄
色
い
粉
を
入
れ
な
く
て
も
沢
庵
に
漬
け
る
と
黄
色
く
な
っ

た
そ
う
で
あ
る
。

い
る
。
冬
な
の
で
、

み
の
阜
生
の
よ
う
な
早
生
の
品
種
で
は
な
く
、
沢
庵
用
の
大

根
を
購
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
五
0
年
前
の
畑
を
探
る
ー
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
ー
（
島
立
•
木
曽
野
）

ま
た
、
安
政
五
年
に
は
す
で
に
鹿
野
山
は
大
根
の
産
地
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

地
域
の
お
年
寄
り
と
い
っ
し
ょ
に
古
文
書
を
読
む
事
で
、
難
解
と
思
わ
れ
が
ち

な
日
記
だ
が
、
解
読
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
お
年
寄
り
の
知
識
は
伸
大
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
安
政
五
年
当
時
の
田
畑
周
辺
の
景
観
が
、
現
在
と
は
随
分
違
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
「
わ
か
っ
た
娯
観
」
は
、
単
な
る
「
ノ

ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
想
像
」
で
は
な
く
、
当
時
の
I
I
記
と
い
う
記
録
と
、
民
俗
学
的

「
一
五0
年
前
の
畑
を
探
る
」
は
、
当
初
予
想
し
た
以
上
の
成
果
も
得
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
事
業
が
「
古
文
書
を
読
む
」
と
い
う
単
独
の
も
の
で

は
な
く
、
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
多
岐
に
わ
た
る
活
動

た
と
え
ば
、
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
の
一
っ
に
、
地
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(
2
)
『
君
津
市
史
民
俗
編
」
(
-
九
九
八
年
千
梨
県
君
津
市
）
四
―
―
―
―
ペ
ー
ジ

註

あ
る
。

本
村
落
史
講
座
7

生
活
I
I

近
冊
』

一
九
九
0
年
雄
山
閣
出
版
）
な
ど
多
数

に
み
る
嬰
民
の
一
年
」
（
『
千
葉
県
の
歴
史
辿
史
編
近
枇

2

』

0
年
同
成
社
）
、
東
金
市
台
方
村
の
名
主
の
日
記
を
分
析
し
た
、
立
野
晃
「
日
記

の
み
を
抜
粋
し
て
掲
載
す
る
。
特
に
難
解
な
言
染
な
ど
に
は
解
説
を
付
し
た
。

(
l
)日
記
の
分
析
を
通
し
た
生
訴
史
の
研
究
は
数
多
く
あ
る
。
た
と
え
ば
君
津
市
久
留

里
大
谷
の
名
主
の
日
記
を
分
析
し
た
、
山
本
光
正
『
幕
末
農
民
生
活
誌
』
（
二o
o

二
〇
〇
八
年

千
策
県
）
、
「
水
本
邦
彦
「
近
枇
の
農
民
生
活
I

庄
橙
の
交
遊
関
係
か
ら
ー
」
（
『
日

最
後
に
、
今
回
分
析
を
行
っ
た
「
安
政
五
年
日
記
」
の
中
か
ら
、
農
事
記
事

る
。

域
の
お
年
寄
り
と
と
も
に
、
地
域
で
自
家
採
種
さ
れ
て
き
た
作
物
を
育
て
る
と
い

う
活
動
が
あ
る
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
と
一
緒
に
畑
の
作
業
を
し
な
が
ら
、
あ
る

い
は
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
わ
か
ら
な
い
言
業
を
教
え
て
も
ら
い
、
そ
れ
だ
け
で

な
く
、
た
＜
さ
ん
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

こ
こ
で
は
紹
介
で
き
な
か
っ
た
が
、
君
津
市
立
久
留
里
城
址
資
料
館
が
中
心
と

な
っ
て
行
っ
た
上
総
唐
舘
や
久
留
里
鎌
の
調
木
且
、
君
沖
市
立
一
二
島
小
学
校
、
秋
元

小
学
校
の
児
童
と
お
こ
な
っ
た
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
種
を
探
そ
う
」
な
ど
、
「
畑
」

に
ま
つ
わ
る
活
動
が
有
機
的
に
結
び
つ
く
こ
と
で
息
わ
ぬ
成
果
が
う
ま
れ
て
き
て

い
る
。
そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
ま
た
改
め
て
ま
と
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

十
六
H

今
日
も
ゑ
種
蒔
致
候
友
吉
源
七
お
き
よ
源
七
内
焼
米
掲
致
候

(
※
―
-
）
 

十
五
日
情
代
こ
い
合
致
置
申
候

十
四
日
苗
代
拍

+
―
一
日

六
日
昼
前
里
い
も
植
申
候

【
三
月
】友

吉
源
七
苗
代
招

い
候
、
夜
に
入
誠
に
大
風
に
御
座
候

門
佐
左
衛
門
弥
市
、
茂
兵
衛

H

出
度
御
神
酒
代
六
拾
五
文
ヅ
ツ
祝

十
・
四
日

今
日
種
井
戸
払
い

(
※
-
）
定
吉
金
次
郎
股
吉
偲
八
宗
八
庄
左
衛

【
-
―
月
】 の

は
市
宿
地
区
の
方
々
に
教
え
て
い
た
だ
も
の
で
あ
る
。

「
安
政
五
年

（
読
み
下
し

木
曽
野
正
勝
）

解
説
中
の
語
旬
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
（
市
宿
）と
記
し
た
も

日
池
」
（
「
星
野
家
文
書
」
よ
り
）
農
事
部
分
の
み
抜
粋

(
5
)
矢
野
淳
一
氏
の
御
教
授
に
よ
る
。

一
五
0
年
前
の
畑
を
探
る
ー
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
ー
（
島
立
•
木
曽
野
）(

4
)
『
君
津
市
史

(
6
)
『
君
津
市
史

民
俗
編
』
(
-
九
九
八
年

民
俗
編
』
(
-
九
九
八
年

千
菜
県
君
津
市
）
五
六
三
ペ
ー
ジ

千
葉
県
君
津
市
）
七
ニ
ペ
ー
ジ

3
)
『
君
津
市
史
民
俗
編
』
(
-
九
九
八
年
千
築
県
君
津
市
）
七
四
ペ
ー
ジ
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廿
三
日

一
五
0
年
前
の
畑
を
探
る
ー
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
ー
（
島
立
•
木
曽
野
）

今
日
は
菜
種
も
み

廿
二
日
今
日
は
日
柄
も
宜
敷
よ
し
植
（
※
七
）
致
し
候

↑
ー

I
t
 
草
苅
敷
今
H

よ
り
始
友
吉
き
い
菜
種
も
み

（
※
六
）

十
八
日
煙
草
へ
源
七
友
吉
き
い
元
ご
い
骰
申
候

十
七
日
友
吉
き
い
作
り
ご
い
致
、
八
ツ
時
よ
り
た
ば
こ
い
だ
ら
か
け

十
三
日

川
崎
へ
作
り
ご
い
付

ば
こ
へ
だ
ら
か
け
候

+
-
1
1

新
茶
招
友
吉
源
七
き
い
家
内
に
て
火
入
致
候
、
昼
よ
り
菜
種
苅
た

十
日

樋
場
畑
菜
種
苅
木
綿
稲
掲
申
候

巾
＇
候

七
日

朝
は
曇
候
得
共
五
ツ
時
よ
り
雨
少
々
降
り
出
、
作
り
ご
い
付
も
止

大
畑
へ
木
綿
蒔

五
日

寺
よ
り
茄
子
ほ
う
き
（
※
五
）
木
瓜
苗
も
ら
い
今

H

植
付
申
候
、

-
H
 

今
H

か
り
敷
初

【
四
月
】 大

畑
へ
植
源
七
友
吉
き
い

廿
九
日
天
気
南
風
吹
、
友
吉
き
い
馬
屋
ご
い
出
し
、
た
ば
こ
苗
千
八
百
買

故
う
す
ご
い
に
致
沢
山
か
け
申
候
（
※
四
）
友
吉
源
七
き
い

廿
四
日
た
ば
こ
苗
四
千
本
買
申
候
（
※
三
）
、
大
畑
へ
植
付
餘
り
天
気
続

廿
二
日
た
ば
こ
畑
栴
源
七
友
吉
、
き
い

+
-
H

源
七
友
吉
川
崎
畔
ぬ
り
き
い
た
ば
こ
へ
こ
や
し
か
け

+
H
 

候 川
崎
大
田
う
な
い
源
七
友
吉
き
い
梅
二
郎
昴
取
に
て
溝
揚
場
栴
申

成
申
候

九
日
友
吉
源
七
き
い
居
下
田
栴
昼
よ
り
川
崎
大
田
麦
束
り
引
取
切
に
相

八
日
き
い
た
ば
こ
草
取
友
吉
居
下
田
栴

七
日

友
吉
き
い
源
七
川
崎
麦
苅

六
L
I

昼
前
友
吉
き
い
た
ば
こ
く
る
み
（
※
八
）

四
日
た
ば
こ
畑
麦
入

―-
1
7

き
い
源
七
内
水
窃
佃
植
付
申
候
友
吉
樋
場
畑
麦
苅

二
日
友
吉
き
い
源
七
水
溜
招

朔
日
友
吉
き
い
木
綿
畑
は
だ
か
麦
苅

【
五
月
】

廿
九
日
友
吉
き
い
た
ば
こ
畑
麦
か
り
た
ば
こ
へ
だ
ら
か
け

廿
八
日
友
吉
き
い
水
溜
う
な
い

餘
慶
降
り
、
居
下
麦
か
り

廿
七
日

源
七
内
友
吉
き
い
た
ば
こ
へ
元
ご
い
昼
前
に
て
置
切
昼
過
よ
り
雨

廿
六
日
た
ば
こ
へ
元
ご
い
源
七
友
吉
き
い

今
日
菜
種
干
揚
申
候

廿
五
H

樋
場
畑
大
豆
植
源
七
友
吉
き
い
、
夫
よ
り
た
ば
こ
畑
麦
引
申
候
、
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廿
三
H

二
日

ー

r
l
 

ー
一
ー

r 十
九
R

\ 
J

ー
＇

疇

野
楊
H

待
仕
舞
に
て
皆
々
相
休
巾
候

仕
舞
候

よ
り
大
雨
降
に
相
成
、
今
H

は
早
苗
振
舞
(
※

-
O
)
に
て
早
々

田
迄
壱
ば
ん
草
取
巾
候

十
一
日
居
下
通
り
田
の
草
友
吉
き
い
日
雇
お
て
つ
源
七
内
安
二
郎
内
樋
場

+
H

友
吉
き
い
大
麦
収
納
致
候

関
谷
畑
小
麦
苅
三
四
郎
H

一
雇
に
て
源
七
内
友
吉
き
い
、
九
ツ
半
時

九
日
き
い
友
吉
小
麦
俵
に
致
候
得
ば
六
表
程
有
之
候

一
四
郎
且
雁
芋
う
な
い
、
友
吉
き
い
は
だ
か
麦
収
納

八
H

き
い
小
麦
大
麦
収
納

今
H

野
拗
H

待

五
H

友
吉
き
い
小
麦
収
納
仕
舞
に
相
成

方
へ
助
に
参
り
候

四
日
友
吉
き
い
小
麦
収
納

今
H

大
麦
内
へ
取
入
切
申
候
き
い
三
四
郎
日
扉
に
て
友
吉
は
定
吉

よ
り
小
麦
収
納
友
吉
き
い
致
候

い
男
助
人
三
四
郎
長
之
助
内
の
友
吉
源
七
鼻
取
（
※
九
）
梅
次
郎

—-H 

関
谷
畑
へ
友
吉
源
七
女
房
共
に
き
い
定
吉
粟
蒔
昼
前
に
仕
舞
、

昼

肘
下
樋
場
サ
1
1
1代迄
植
仕
舞
草
乙
女
長
兵
衛
内
源
七
内
半
之
助
内
き

成
巾
候

助

二
日

関
谷
粟
畑
栴
源
七
友
吉
き
い
梅
次
郎
右
四
人
に
て
蒔
代
出
来
に
相

十
七
H

居
下
苗
代
中
之
川
苗
も
取
彿
に
相
成
友
吉
源
七
助
人
野
村
男
松
之

【
六
月
】

衛
門
内
助
次
郎
内
林
蔵
内
長
右
衛
門
母
利
左
衛
門
内
皆
々
助
人
御

廿
九
日
き
い
麦
扱
源
七
友
吉
新
田
招
今
日
出
来
に
不
相
成
候

十
六
H

川
崎
大
田
植
草
乙
女
半
兵
衛
内
安
次
郎
内
久
兵
衛
内
源
七
内
作
右

一
四
郎
日
扉
に
て
豆
作
切
(
※
-
二
）

男
大
の
代
庄
太
郎
居
下
田
栴
、

廿
八
日
友
吉
き
い
今
朝
関
谷
小
麦
苅
切
候
、
き
い
麦
扱
源
七
友
吉
新
田
栴

十
五
日

十
四
H

川
崎
作
ご
い
出
し
友
吉
源
七
野
村
男
稲
業
や
男
き
い
ザ
田
取

一
五
0
年
前
の
畑
を
探
る
ー
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
ー
（
島
立
•
木
杓
野
）

+
-
＝
日

源
七
友
吉
川
崎
川
栴
き
い
荀
取
野
村
よ
り
男
弐
人
馬
共
に
稲
業
屋

疱
候
、
吉
右
衛
門
男
稲
策
歴
男
梅
次
郎
大
の
代
庄
太
郎
友
吉
源
七

松
之
助
居
下
田
招

晦
H

新
川
出
米
拗
り
き
い
昼
前
植
友
吉
梅
二
郎
関
谷
粟
畑
う
な
い

源
七
友
吉
川
崎
田
栴
助
人
孫
八
殿
男
吉
右
衛
門
殿
男
被
参
候

十
二
H

源
七
友
吉
居
下
田
栴
き
い
た
ば
こ
へ
こ
や
し
か
け

廿
七
日
関
谷
小
麦
苅
源
七
内
き
い
友
吉
、
今

H

関
谷
小
麦
少
々
苅
残
り
候

廿
六
H

廿
四
日

源
七
友
吉
新
田
招

廿
五
日
友
吉
き
い
水
溜
田
の
草
取

二
四
郎
ね
ぎ
植

き
い
麦
扱
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朔
日 七

月

廿
九
日
関
谷
粟
草
取

1
1
雁
源
七
内
半
之
助
内
お
せ
ん
お
き
く
文
右
衛
門
内

—— 

ヒ
—— 

ー
、ー

4ノ
ー

廿
五
H

関
谷
粟
草
1
1
一
雁
に
て
源
七
内
き
い
友
吉
里
い
も
拍

廿
―
-
I
I
友
古
き
い
川
崎
川
の
し
早
収

-El 

`. •• 

粟
箪
助
人
半
右
衛
門
内
に
御
座
候
、

メ
五
人
に
て
取
申
候

ば
こ
あ
み
致
候

友
吉
き
い
川
崎
弐
ば
ん
鰍
取

十
九
日
川
崎
弐
番
草
日
雇
源
七
内
友
吉
き
い

t

八
日
居
下
川
の
草
友
吉
、
き
い

日
雇
源
七
内
お
や
ゑ
半
之
助

|
七
1
1

友
士
1
1関
谷
粟
作
昼
前
切
き
い
揚
船
取
(
※
―
―
―
)
ヽ

ヽ
ー

十
ナ
[

崎
畑
桁

し
候
き
い
メ
五
人
川
崎
壱
ば
ん
草
仕
舞
に
相
成
り
候

十
四
日

十
三
H

川
崎
川
箪
取
友
吉
き
い
源
七
内
安
一
一
郎
内
お
て
つ
メ
―
―
一
人
日
一
雇
に

て
今
日
半
分
取
巾
候

川
崎
田
の
草
旦
雇
源
七
内
お
鉄
安
―
一
郎
内
メ
三
人
友
吉
麦
ぬ
か
出

H

扉
に
て
定
吉
梅
次
郎
木
綿
作
切
友
吉
居
下
こ
や
し
出
し
き
い
川

虫
送
（
※
一
三
）
例
年
の
通
致
候

関
谷
粟
帷
1
1
一
雁
源
し
内
お
き
く
お
や
ゑ

1
-
―
一
人
に
て
取
申
候

閃
谷
粟
苗
古
ロ
一
雁
源
七
内
お
や
ゑ
弐
人
に
て
取E
l
l候
、
き
い
友
吉
た

一
五
0
年
前
の
畑
を
探
る
ー
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
ー
（
島
立
•
木
曽
野
）

—-H 
【
八
月

廿
四
日

廿
三
日

今
日
は
風
坪
に
て
誠
に
静
に
御
座
候
、
友
吉
掃
除
お
き
よ
豆
草

友
吉
き
い
新
兵
衛
畑
へ
そ
ば
蒔
H

扉
に
て
半
之
助
女
房
い
も
草
取

風
坪
前
祝
い
御
日
待
に
御
座
候

廿
―
一
日
友
吉
き
い
た
ば
こ
畑
片
付

1
-
l
 大
豆
箪
取
且
州
半
之
助
女
房
お
て
つ
友
古
閃
谷
粟
作
切
什
舞

ー

粟
弐
ば
ん
草
お
き
よ

1
1
-
J
m
に
て
お
て
つ
半
之
助
女
房
友
吉
作
切

関
谷
粟
草
お
き
よ
1
1
雁
半
之
助
女
房
お
て
つ
粟
草
仕
舞
に
相
成
候

ト

L
J

-
j

ー

十
一
―-
I
I
源
七
友
吉
た
ば
こ
つ
り

十
二
日
た
ば
こ
あ
み
候

木
綿
雌
取
昼
よ
り
た
ば
こ
か
い
き
い
右
阿
断

十
一
日
源
七
友
吉
た
ば
こ
つ
り
（
※
一
五
）

+
H
 
友
吉
関
谷
粟
作
切
き
い
た
ば
こ
あ
み

日
雇
源
七
女
房
半
之
助
女
房

九
H

た
ば
こ
か
い
き
い
源
七
内
友
吉
掃
除
致
し
候

\‘l 
ノ
ー

—-H 

友
吉
き
い
た
ば
こ
か
い

て
□
口
致
候

お
鉄
半
之
助
女
房
半
□
口
□
お
き
く
文
衛
門
内
孫
七
孫
口
は
ら
に

二
日
き
い
た
ば
こ
田
の
草
仕
舞
友
吉
作
切
あ
わ
草
日
雇
源
七
内
お
や
ゑ

き
い
田
の
草
粟
草
日
雇
お
鉄
源
七
内
半
之
助
内
お
や
ゑ

女
房
友
吉
作
切
り
き
い
た
ば
こ
か
い

（
※
一
四
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廿
一
日
今
日
た
ば
こ
の
し
お
よ
し
お
つ
ね
お
角
お
と
ら

1

四
人
友
吉
き
い

廿
H

い
友
吉
源
七
き
い

一
五
0
年
前
の
畑
を
探
る
ー
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
ー
（
島
立
•
木
曽
野
）

十
三
H

し
お
や
ゑ
源
七
内
お
と
り
メ
五
人
外
に
き
い
友
吉
は
休
に
御
座
候

揚
業
の
し
五
人
今
1
1
に
て
の
し
仕
舞
に
相
成
友
吉
草
苅
候
、
大
豆

今
L
I
も
た
ば
こ
土
策
の
し

1
1
一
雁
五
人
に
て
き
い
友
吉
豆
こ
き

馬
屋
ご
い
出
し
友
吉
き
い
1
1
一
雁
源
七
内
お
よ
し
大
豆
引
申
候

友
吉
そ
ば
作
切
き
い
H
-
I
mにて
源
七
女
房
豆
こ
き
に
御
座
候

き
い
源
七
内
そ
ば
へ
だ
ら
か
け
友
吉
大
根
蒔
、
昼
よ
り
大
豆
こ
き
、

た
ば
こ
の
し
且
雁
源
七
女
房
お
よ
し
お
つ
ね
メ
三
人
大
豆
畑
う
な

十
九
H

き
い
粟
取
友
吉
草
苅
、
夜
に
入
候
て
雨
余
程
降
り
申
候

十
八
H

友
吉
草
苅
き
い
た
ば
こ
か
ら
洗
(
※
-
七
）

十
七
日
友
吉
豆
畑
端
作
り
き
い
ほ
う
ち
致
候

十
六
H

友
吉
草
苅
き
い
長
株
ま
き

夜
に
入
余
程
降
り
候

十
五
H

十
二
日
き
い
豆
こ
き
お
よ
し
日
雇
に
て
右
同
断

+-El 

一
―

1

ー

引
候

—— 
L
 

J

ー

七
H

矢
張
今
日
も
右
同
断
に
て
た
ば
こ
の
し
友
吉
は
草
苅
候

六
日
今
日
も
昨
日
の
た
ば
こ
の
し
友
吉
草
苅
候

五
日

今
日
は
風
坪
に
て
御
口
待
、
揚
葉
の
し
(
※
-
六
）
お
つ
ね
お
よ

四
H

友
吉
き
い
半
之
助
女
房
た
ば
こ
畑
う
な
い
出
来
に
相
成

一
日
た
ば
こ
畑
栴
友
吉
き
い

8

雇
に
て
半
之
助
女
房

十
三
H

皆
々
休
養
関
谷
粟
苅
半
之
助
女
房
お
き
よ
昼
よ
り
友
吉
馬
に
て
粟

水
溜
畔
ぬ
り
仙
松
仁
兵
衛
定
吉
源
七
友
吉
昼
前
出
来
拗
り
昼
よ
り

十
二
1
1

今
日
水
溜
畔
ぬ
り
仙
松
源
七
定
吉
仁
兵
衛
友
吉
今
日
出
来
兼
申
候

十
日
友
吉
は
ね
ぎ
種
蒔
新
き
＜
も
ま
き
候
き
い
稲
こ
き

六
H

駄
斗
苅
申
候

物
置
に
て
H

一
雇
に
て
源
七
内
友
吉
き
い
一
二
人
に
て
稲
こ
き

四
H

今
H

水
溜
稲
苅
友
吉
お
き
ょ
且
雁
に
て
源
七
内
三
人
に
て
弐
拾
三

ニ
H

二
（
四
）
郎
き
い
馬
屋
ご
い
束
り
友
吉
関
谷
畑
へ
附
出
し
候

朔
日
源
七
友
吉
き
い
畑
う
な
い

【
九
月
】

冊
日
大
畑
源
七
友
吉
き
い
一
二
人
に
て
う
な
い
申
候

廿
九
H

昼
前
大
畑
端
作
り

廿
八
H

き
い
粟
取
致

廿
七
H

き
い
粟
取

廿
六
日

廿
五
日
き
い
田
の
畔
へ
空
豆
植
致
申
候

此
節
筵
切
に
相
成
廿
枚
買
請
帰
申
候

廿
四
H

き
い
粟
取
、
友
吉
馬
登
村
へ

i延
五
拾
枚
買
に
参
巾
候
、
先
方
に
て

廿
＿
―
-
日大
豆
収
納
き
い
友
吉
は
致
候

物
置
片
付
致
申
候

き
い
粟
取
物
置
片
付
源
七
女
房
昼
前
且
雇
に
て
た
ば
こ
の
し
候
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一
五
0
年
前
の
畑
を
探
る
ー
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
ー
（
島
立
•
木
杓
野
）

一
言
口

―
一
日

朔
日
川
崎
稲
苅
庄
太
郎
源
七
女
房
友
吉
久
七
メ
四
人

【
十
月
】

し
ー
し
ー

I
)

ー

-. 

ー
＼-.
 

|
J

ー

廿
四
日

廿
―
―-
I
I

ー！『

助
人
に
て
稲
こ
き

し
助
人
に
て
稲
こ
き

樋
場
稲
苅
久
七
友
吉
庄
太
郎
、
昼
よ
り
居
下
稲
束
り
お
い
よ
お
よ

な
い
切
に
相
成
昼
よ
り
半
分
畝
立

関
谷
畑
大
角
豆
友
吉
源
七
女
房
弐
人
引
取
申
候
昼
前
掛
候
得
共
少
々

関
谷
畑
う
な
い
定
吉
友
古
源
じ
且
廂
に
て
平
之
助
メ
四
人
昼
前
う

閃
谷
友
蒔
定
古
1
1
一
雁
源
七
女
房
友
古
久
太
郎

友
吉
庄
太
郎
新
兵
衛
畑
務
違
（
商
麦
力
）
苅
お
い
よ
お
よ
し
今
日
も

廿
五
日
関
谷
畑
う
な
い
友
吉
源
七
且
廂
に
て
半
之
助

跡
へ
残
候

屈
下
も
ち
稲
苅
友
士
I
I
I
I扉
に
て
源
七
女
房

廿
·
-
1
1

友
吉
も
ち
稲
苅
、

源
し
内
昼
よ
り
1
1
扉
に
て
枯
稲
か
り
、

十
九
日
き
い
大
根
お
ろ
抜
(
※
-
八
）

も
ろ
こ
し
切
申
候

昼
前
よ
り
も
ち
粟
収
納
友
吉
き
い
源
七
内
三
人
に
て
仕
舞

十
八
日
友
吉
源
七
き
い
夫
よ
り
大
畑
へ
菜
種
蒔
致
し
候

十
六
日
関
谷
畑
も
ち
粟
苅
友
吉
き
い
今
日
苅
仕
舞

十
四
日
樋
場
畑
へ
菜
種
蒔
友
吉
源
七
き
い
昼
前
に
片
付

引
取
巾
候
、
畑
東
の
方
苅
仕
舞

十
五
日
川
崎
残
分
麦
蒔
庄
太
郎
源
七
女
房
久
七
友
吉
昼
よ
り
苗
代
稲
苅
今

十
四
日
川
崎
麦
蒔
定
吉
庄
太
郎
友
吉
久
七
源
七
お
よ
し
源
七
女
房
梅
次
郎

+
―
―
一
日

+
-
H
友
吉
久
七
川
崎
田
う
な
い
源
七
溝
揚
げ
出
来
に
相
成
申
候

九
H
川
崎
稲
引
取
友
吉
昼
前
に
て
仕
舞
稲
扱
助
人
半
右
衛
門
日
一
雁
に
て

八
日

六
日

五
日

"r
• 

/ 

日
か
り
楊
げ
相
成

大
き
処
先
方
蒔
付
仕
事
も
皆
々
出
性
致
し
候

し
日
雇
に
て
稲
こ
き

友
吉
梅
次
郎
居
下
う
な
い
昼
よ
り
定
吉
の
樋
場
田
麦
う
な
い
お
よ

友
し
1
1稲
村
四
ツ
半
梢
巾
候

申
候

郎
源
七
女
房
久
し
川
崎
稲
束
り
切
稲
村
(
※
-
九
）
致
川
崎
へ
叩
い

ヒ
1
1

庄
太
郎
屈
ド
掘
K

げ
友
吉
馬
作
り
金
―
一
郎
口
に
て
、

昼
よ
り
友
吉
久
七
中
ノ

I
l
l
う
な
い

川
崎
稲
束
り
、
友
吉
庄
太
郎
久
七
お
い
よ
源
七
女
房
此
弐
人
は
昼

過
よ
り
参
り
苅
候
分
束
り

天
気
、
川
崎
稲
苅
庄
太
郎
お
い
よ
久
七
源
七
内
友
吉
は
昼
前
に
て

友
吉
朝
よ
り
川
崎
稲
引
取
久
七
豆
こ
き
日
雇
源
七
女
房
お
い
よ
お

よ
し
稲
こ
き

源
ヒ
内
稲
こ
き
昼
よ
り
友
吉
久
七
川
崎
川
う
な
い
初
、
晩
方
源
七

郎
友
吉
久
七
わ
ら
弐
百
廿
わ
出
来
候

昼
よ
り
庄
太

且
雁
お
よ
し
お
い
よ
源
七
女
房
メ
三
人
稲
こ
き
わ
ら
す
ぐ
り
庄
太
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四
H

久
七
ぬ
か
ふ
る
い
、
今
晩
秋
揚
致
候
源
七
斗
り
客
来
に
候

-
H
 

廿
三
8

力
）
畑
半
分
掘
候

稲
こ
き
助
人
お
き
く
友
吉
も
一
同
稲
こ
き

天
気
、
久
七
籾
干
致

【
十
一
月
】

友
吉
関
谷
麦
作
切
久
七
大
畑
菜
作
切

（
※
二0
)

久
七
友
吉
稲
収
納
昼
前
に
て
仕
舞
相
成
昼
よ
り
菜
へ
こ
や
し
か
け

二
日

舞
、
大
北
風
に
御
座
候

朔
日

源
七
女
房
お
よ
し
日
雇
に
参
り
稲
こ
き
仕
舞
友
吉
久
七
稲
村
積
仕

廿
七
日

切
に
御
座
候

廿
六
H

友
吉
樋
場
畑
菜
作
切
久
七
か
き
菜
ふ
せ

昼
よ
り
作

廿
四
日

に
相
成
申
候

日
扉
に
て
稲
こ
き
お
よ
し
、
今
日
は
皆
々
出
性
致
候
て
麦
蒔
仕
舞

助
人
孫
八
内
男
お
き
＜
庄
太
郎
昼
よ
り
源
七
女
房
蒔
手
に
参
り
候
、

大
畑
新
兵
衛
畑
樋
場
田
麦
迄
蒔
仕
舞
友
吉
久
七
源
七

H

雇
半
之
助

廿
二
日
大
畑
う
な
い
友
吉
源
七
久
七
旦
雇
お
よ
し

女
房
昼
よ
り
ぬ
か
と
う
し

廿
一
日
人
参
堀
切
久
七
友
吉
お
よ
し
源
七
女
房
此
弐
人
は
日
雇
に
て
源
七

廿
H

木
綿
畑
人
参
掘
友
吉
源
七
久
七
助
人
半
兵
衛
女
房
人
参
牛
房

十
九
日
堀
田
麦
蒔
源
七
友
吉
久
七
夫
よ
り
樋
場
田
う
な
い

（
努

一
五
0
年
前
の
畑
を
探
る
ー
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
ー
（
島
立
•
木
曽
野
）

※ ※ ※
 

註 廿
八
日

七
日

十
三
H

久
七
麦
口
ひ

友
吉
関
谷
麦
弐
番
作
切
久
七
朝
□
□
口
屋
参
り
候
、
夫
よ
り
大
畑

う
ね
落
し
※
麦
作
切

【
十
二
月
】

十
七
日

九
日

久
七
居
下
田
麦
作
切

天
気
北
風
吹
、
か
ざ
り
つ
り
友
吉
久
七
定
吉
梅
二
郎
、
今
日
は
至

て
寒
し
申
候

種
籾
は
、
種
ま
き
の
前
に
発
芽
を
促
す
た
め
に
水
に
つ
け
る
。
そ
の
た
め

の
井
戸
が
「
種
井
戸
」
で
あ
る
。
種
ま
き
に
先
立
ち
、
種
井
戸
の
掃
除
を

清
和
地
区
で
は
昭
和
三

0
年
代
ま
で
タ
バ
コ
の
栽
培
を
し
て
い
た
。
現
在

の
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
タ
バ
コ
は
タ
ネ
か
ら
栽
培
し
、
梢
を
購
入
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
で
は
苗
を
購
入
し
て
い
る
。
苗
は
ど
こ

種
ま
き
で
余
っ
た
種
籾
を
焼
き
米
に
し
た
。

し
た
。

+
H

久
七
友
吉
川
崎
田
麦
へ
は
い
こ
い
出
候

久
七
は
大
根
お
ろ
ぬ
く

八
日
友
吉
久
七
中
の
田
麦
作
昼
よ
り
そ
ば
収
納

六
日
友
吉
久
七
梅
次
郎
川
崎
麦
作
切

五
日
久
七
友
吉
菜
へ
こ
や
し
か
け
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※ ※ ※

-
O
 

※
九

※
八

※
七

※
六

※
五

※
四

『
小
糸
町
史
』
に
よ
れ
ば
、
た
ば
こ
の
葉
は

「
作
切
り
」
と
は
、
サ
ウ
ル
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
畑
の
畝
と
畝
の
間
を
鍬

終
わ
っ
て
し
ば
ら
く
し
た
ら
、
手
伝
っ
て
く
れ
た
人
を
招
い
て
、
ご
ち
そ

た
竹
竿
で
誘
祁
し
な
が
ら
前
を
歩
く
ハ
ナ
ド
リ
と
、
オ
オ
ガ

※
二
0

「
ふ
せ
」
と
は
定
植
す
る
前
に
仮
植
を
す
る
こ
と
。
（
市
宿
）

「
く
る
む
」
と
は
、
根
元
に
土
を
よ
せ
る
こ
と
。

※
一
九
稲
村
と
は
「
ィ
ナ
ム
ラ
」
と
読
み
、
稲
刈
り
後
の
稲
束
を
積
重
ね
た
も
の
。

年
代
頃
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
。
（
写
真
2

お
こ
な
っ
て
い
る
。

※
一
八

※
一
七
タ
バ
コ
の
茎
は
洗
っ
て
乾
燥
さ
せ
、
つ
け
木
と
し
て
利
用
し
た
。
（
市
宿
）

J
と
。

※
一
六

「
菜
種
も
み
」
は
、
刈
り
取
っ
た
菜
種
の
脱
穀
作
業
。
種
の
つ
い
た
穂
の
部

縄
に
吊
し
た
事
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
。

穂
は
座
敷
窃
の
材
料
と
な
る
。

※
一
五

事
で
あ
ろ
う
。
ホ
ウ
キ
グ
サ
は
ア
カ
ザ
科
の
一
年
草
で
、
実
は
「
と
ん
ぶ

※
一
四

夕
バ
コ
を
大
畑
へ
植
え
付
け
て
い
る
が
、
天
気
が
続
い
て
い
る
の
で
、
肥

三
種
類
。
「
ほ
ふ
き
」
は
ホ
ウ
キ
グ
サ
か
、
あ
る
い
は
ホ
ウ
キ
モ
ロ
コ
シ
の

り
」
と
呼
ば
れ
、
食
用
に
な
る
。
ホ
ウ
キ
モ
ロ
コ
シ
は
イ
ネ
科
の
一
年
草
、

分
を
手
で
も
ん
で
種
を
落
と
す
。
（
写
真
l
)

「
よ
し
植
え
」
は
稲
作
條
礼
の
一
っ
゜
田
植
え
の
前
に
田
の
畦
の
脇
に
―
二

株
の
イ
ネ
の
苗
を
植
え
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ヨ
シ
を
五
＼
六
本
添
え
て
植
え
る
。

ィ
ネ
が
ヨ
シ
の
よ
う
に
ま
つ
す
ぐ
に
伸
び
る
よ
う
に
と
願
う
。
昭
和
二
〇

「
鼻
取
り
」
ハ
ナ
ド
リ
と
呼
ぶ
。
牛
や
馬
で
耕
転
は
、
牛
馬
の
鼻
輪
に
つ
け

う
を
振
る
舞
う
。

で
浅
く
耕
す
こ
と
。
（
市
宿
）

（
大
依
）
と

呼
ば
れ
る
鋤
を
操
っ
て
耕
転
す
る
シ
ン
ド
リ
の
二
名
で
行
っ
た
。
（
写
真3
)

「
早
苗
振
舞
」
は
、
清
和
地
区
で
サ
ナ
プ
リ
と
呼
ば
れ
る
も
の
。
田
植
え
が

一
本
の
株
の
う
ち
、
上
の
方

一
五
0
年
前
の
畑
を
探
る
ー
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
ー
（
島
立
•
木
曽
野
）

寺
か
ら
野
菜
苗
を
も
ら
っ
て
い
る
。
ナ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
と
「
ほ
ふ
き
」
の

※
一
三

稲
に
つ
く
害
虫
を
送
る
行
事
。
オ
オ
ガ
ム
シ
（
カ
メ
ム
シ
）
な
ど
の
害
虫

の
害
を
防
ぐ
こ
と
を
願
っ
た
。

「
た
ば
こ
か
い
」
は
「
た
ば
こ
掻
い
」
、
タ
バ
コ
の
葉
を
掻
き
取
る
（
つ
み

取
る
）
事
。
（
市
宿
）

「
た
ば
こ
つ
り
」
は
、
つ
み
と
っ
た
タ
バ
コ
の
業
を
乾
燥
さ
せ
る
た
め
に
、

「
揚
げ
は
の
し
」
「
た
ば
こ
の
し
」
は
、
乾
燥
さ
せ
た
タ
バ
コ
の
策
を
炭
す

「
お
ろ
ぬ
く
」
と
は
、
間
引
き
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
ダ
イ
コ
ン
の
間
引
き
を

（
市
宿
）
（
写
真4
)

や
し
を
薄
め
て
「
う
す
ご
い
」
に
し
て
か
け
て
い
る
。

は
、
天
葉
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

か
ら
購
入
し
た
の
か
、
典
味
深
い
。

に
し
げ
る
業
か
ら
、
天
葉
（
テ
ン
パ
）
、
本
業
（
ホ
ン
パ
）
、
中
葉
（
チ
ュ

ウ
ハ
）
、
相
中
（
ア
イ
チ
ュ
ウ
）
。
土
莱
（
ド
ハ
）
と
呼
ん
だ
。
「
揚
げ
は
」
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写真 1 ：菜種もみの様子。

市宿のおばあちゃんたちが 2008 年に行ったと
きのもの。 (2008.5.23 撮影）

写真 2 : 再現したよし植えの様子 （鎌田
さん再現） (2008.4.25 撮影）

一
五
0
年
前
の
畑
を
探
る

ー
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
ー
（
島
立

•
木
曽
野
）

写真 3 : 牛による耕転。 前を歩いているのがハナドリ 。
昭和 30 年代後半 撮影：吉原洋氏

写真 4 : 収穫後の田んぽのイナムラ
昭和 30 年代後半撮影：木曽野正勝

ー 88 -



几

0
年
前
の
畑
を
探
る
ー
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
畑
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果

I

—
島
立
・
木
曽
野

煩
藤
災
御
子
、
前
野
和
代

古
文
北
1
1補
修

林
彬
、

渡
辺
睛
火

こ
の
報
内
は
箪
者
二
名
の
他
、
以
下
の
方
々
と
の
協
働
に
よ
り
執
筆
い
た
し
ま

古
文
書
解
読
指
導

菅
根
幸
裕
（
千
媒
経
済
大
学
教
授
）

心
"
-
野
春
子
、
志
保
澤
登
美
、
岩
間
初
枝
、
金
見
代
藤
枝
、
成
戸
ゆ
き
、
竹
内
浄

江
、
木
苗
1
1野
し
ず
え
、
奥
村
た
け
、
鹿
島
と
し
子
、
佐
久
間
敏
子
、
鈴
木
す
ゑ

渡
辺
二
雄
、
点
藤
ト
シ

f
‘

澤
川
札
f
‘

鈴
木
誠
男
、
鈴
木
啓
史
、
遠
藤
好
芙
、

清
和
の
古
文
害
を
読
む
会

溝
日
勝
美
、
鹿
島
幸
雄
、
明
石
勝
、
加
藤
文
子

f

、
木
曽
野
裕
子
、

-
、f
 

＾
ー
ー

IV{fi

_ 

市
術
地
区
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち

し
た
。

お
わ
り
に

竹
内
直
心
夫
、
金
見
代
高
治
、

関
根
今
朝
五
郎
、
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